
(57)【要約】

【課題】経管腔（例えば、経口または経肛門）処置を実

施する方法および器具を提供する。

【解決手段】概して、かかる方法および器具は、組織を

通しての内視鏡の挿入を容易にすることができる、トロ

カール組立体またはトロカールエンドキャップを利用す

る。一実施形態では、体内管腔中に挿入可能な可撓性ト

ロカール組立体が提供される。トロカール組立体は、栓

塞子であって、栓塞子を貫通して延びていて、内視鏡を

受け入れる内部ルーメン、および組織を通しての内視鏡

の挿入を容易にするよう構成された遠位先端部を有する

、栓塞子を有する。トロカール組立体は、栓塞子に被せ

て配置できるトロカールスリーブを更に有してもよい。

使用にあたり、トロカール組立体を組織を通していった

ん挿入すると、トロカール組立体は、プレースホルダと

して機能することができ、内視鏡および栓塞子を取り出

すことができる。

【選択図】図２Ａ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 経 管 腔 ト ロ カ ー ル 器 具 に お い て 、
　 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 延 び る
内 部 ル ー メ ン を 備 え た 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 、
　 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 設 け ら れ た 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 で あ っ て 、
　 　 前 記 栓 塞 子 を 貫 通 し て 延 び て い て 、 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ た 内 部 ル
ー メ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 の と こ ろ に 設 け ら れ て い て 、 前 記 栓 塞 子 お よ び 前 記 ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ を 組 織 に 通 し て 穿 通 さ せ て 誘 導 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 組 織 中 に 挿 入 さ せ る よ
う に 形 作 ら れ た 遠 位 先 端 部 、
　 を 有 す る 、 栓 塞 子 と 、
　 を 備 え る 、 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ お よ び 前 記 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 の う ち の 少 な く と も １ つ
は 、 経 管 腔 的 な 設 置 を 容 易 に す る よ う 、 剛 性 の 異 な る 少 な く と も ２ つ の 領 域 を 含 む 、 器 具
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 透 明 で あ る 、 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 概 ね 円 錐 形 を し て い る 、 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 組 織 穿 通 を 容 易 に す る 、 少 な く と も １ つ の 切 断 要
素 を 有 す る 、 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 切 断 要 素 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 外 面 に 形 成 さ れ て い て 、 尖 っ た 直
線 状 の エ ッ ジ を 備 え る 、 少 な く と も １ つ の 刃 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 外 面 か ら 外 方 に 延 び て い て 、 組 織 を 分 離 す る た め
に 回 転 す る よ う 構 成 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の パ ド ル を 有 す る 、 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 内 に 形 成 さ れ て い て 、 組 織 切 断 要 素 を 挿 通 状 態 で 受
け 入 れ る 穴 を 有 す る 、 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら れ て い る 、 少 な く と も
１ つ の シ ー ル を 含 み 、
　 こ の シ ー ル は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 前 記 栓 塞 子 の 通 過 を 可 能 に す る 一 方 で
、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 液 体 ま た は 気 体 の 通 過 を 制 限 ま た は 阻 止 す る 、 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の シ ー ル は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 近 位 端 部 の と こ ろ に 配 置 さ
れ た ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ て い る 、 器 具 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 経 管 腔 導 入 器 キ ッ ト に お い て 、
　 内 視 鏡 に 被 せ て 配 置 で き る 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 で あ っ て 、 前 記 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 に 設 け
ら れ た 遠 位 先 端 部 を 有 し 、 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 内 視 鏡 の 前 記 遠 位 端 部 を 着 座 さ せ る こ と に
よ り 、 前 記 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 遠 位 先 端 部 を 通 し て 視 認 さ れ る
画 像 を 収 集 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 組 織 を 穿 通 す る よ う
形 作 ら れ て い る 、 栓 塞 子 と 、
　 前 記 栓 塞 子 に 被 せ て 配 置 で き る 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ っ て 、 前 記 栓 塞 子
が 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 遠 位 端 部 を 越 え て 遠 位 側 に 延 び て 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー
ブ を 穿 通 さ れ て い る 組 織 を 通 し て 誘 導 す る 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 、
　 を 備 え る 、 キ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 経 管 腔 手 術 用 の 方 法 お よ び 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 内 視 鏡 手 術 は 、 人 体 の 生 ま れ つ き 備 わ っ て い る 開 口 部 （ 口 、 肛 門 、 膣 、 尿 道 ） を 介 し 、
腹 腔 の 腹 膜 内 層 を 通 っ て 腹 腔 に 接 近 す る た め に 利 用 で き る 。 明 ら か な こ と と し て 、 腹 腔 内
で の 医 療 処 置 を 実 施 す る た め に 体 内 管 腔 に 通 す こ と が で き る 器 械 の 寸 法 お よ び 形 状 は 、 管
腔 の 解 剖 学 的 特 性 に 起 因 し て 大 幅 に 制 限 さ れ る 。 一 般 的 な 外 科 医 、 胃 腸 病 専 門 医 、 お よ び
他 の 医 学 的 専 門 家 は 、 管 腔 内 （ 消 化 管 の 管 腔 内 ） 検 査 お よ び 治 療 の た め に 、 上 部 消 化 器 （
Ｇ Ｉ ） 管 に お い て は 口 か ら 、 下 部 Ｇ Ｉ 管 に お い て は 肛 門 か ら 、 可 撓 性 内 視 鏡 を 慣 例 的 に 用
い て い る 。 こ れ ら の 処 置 に お い て 、 外 科 医 は 、 可 撓 性 内 視 鏡 を 管 腔 内 に 押 し 込 み 、 定 期 的
に 中 断 し て 外 部 操 作 ノ ブ を 用 い て 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 関 節 運 動 さ せ 、 内 視 鏡 の 遠 位 先 端 部
の 向 き を 変 え る 。 こ の よ う に 、 外 科 医 は 、 上 部 Ｇ Ｉ の 湾 曲 し た 通 路 を 進 み 、 咽 頭 を 通 過 し
、 食 道 お よ び 食 道 胃 接 合 部 を 通 り 、 そ し て 胃 の 中 に 入 る こ と が で き る 。 外 科 医 は 、 管 腔 の
敏 感 な 粘 膜 内 層 を 傷 付 け な い よ う に 多 大 な 注 意 を 払 わ な け れ ば な ら ず 、 こ の 粘 膜 内 層 は 、
一 般 に 、 伸 び て 約 １ ５ ～ ２ ５ ｍ ｍ の 直 径 ま で 開 く 場 合 が あ る が 、 通 常 は 、 弛 緩 時 に は 非 円
形 の 断 面 形 態 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 経 管 腔 （ translumenal） 処 置 の 際 、 腹 腔 に 接 近 す る た め に 穿 刺 部 を 胃 壁 ま た は 消
化 器 管 に 形 成 し な け れ ば な ら な い 。 か か る 穿 刺 部 を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る こ と の 多 い
一 器 具 は 、 針 尖 刀 （ ニ ー ド ル ナ イ フ ） で あ り 、 こ の 針 尖 刀 は 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル 中 に
挿 入 さ れ 、 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し て 組 織 を 穿 通 す る 。 次 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 内 視 鏡 中 に 送 り
、 胃 壁 の 穿 刺 部 に 通 し て 腹 腔 内 に 送 り 込 む 。 針 尖 刀 を 抜 去 し 、 後 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が プ
レ ー ス ホ ル ダ （ placeholder） と し て 残 る 。 次 に 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル を ガ イ ド ワ イ ヤ に
沿 っ て 送 り 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 っ て バ ル ー ン を 胃 壁 の 開 口 部 内 に 設 置 す る 。 次 に
、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る と 、 開 口 部 の サ イ ズ を 大 き く す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 内 視
鏡 は 、 バ ル ー ン の 後 部 に 押 さ れ 、 そ し て 開 口 部 を 通 っ て 腹 腔 内 に 送 り 込 ま れ る 。 内 視 鏡 を
腹 腔 内 に い っ た ん 設 置 す る と 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 っ て 多 く の 処 置 を 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 組 織 を 穿 通 す る た め に 用 い ら れ る 現 行 の 方 法 お よ び 器 具 は 、 有 効 で あ る が 、 １ つ の 欠 点
と し て 、 開 口 部 を 形 成 す る の に 数 回 の 交 換 お よ び ス テ ッ プ が 必 要 で あ る 。 ま た 、 形 成 さ れ
る 開 口 部 の サ イ ズ が 小 さ い の で 、 開 口 部 よ り も 著 し く 大 き な 内 視 鏡 の 前 進 ま た は 後 退 に 対
し 、 大 き な 抵 抗 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 ま た 、 開 口 部 を 通 っ て 内 視 鏡 を 後 退 さ せ る 場 合 、 開
口 部 の 位 置 を 特 定 し 、 内 視 鏡 を 再 び 挿 入 す る こ と は 困 難 な 場 合 が あ る 。 ま た 、 内 視 鏡 の 前
進 お よ び 後 退 を 続 け る こ と は 、 患 者 に と っ て 不 快 な 場 合 が あ る 。 現 行 の 方 法 の も う １ つ の
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欠 点 は 、 器 具 が 体 内 管 腔 か ら 腹 腔 内 に バ ク テ リ ア を 運 び 込 む の で 、 胃 か ら 腹 腔 内 に 滅 菌 さ
れ て い な い 経 路 が 作 ら れ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 改 良 型 の 内 視 鏡 的 経 管 腔 方 法 お よ び 器 具 が 要 望 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 手 術 に 用 い ら れ る 種 々 の 方 法 お よ び 器 具 を 提 供 す る 。 一 実 施 形 態 で は
、 経 管 腔 ト ロ カ ー ル 器 具 が 提 供 さ れ 、 こ の 器 具 は 、 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ
っ て 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 延 び る 内 部 ル ー メ ン を 備 え た 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
と 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 設 け ら れ た 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 （ obturator） と を 有
す る 。 栓 塞 子 は 、 可 撓 性 栓 塞 子 を 貫 通 し て 延 び て い て 、 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決
め さ れ た 内 部 ル ー メ ン 、 お よ び 可 撓 性 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 の と こ ろ に 設 け ら れ て い て 、 栓 塞
子 お よ び ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 組 織 に 通 し て 穿 通 さ せ て 誘 導 し 、 そ れ に よ り 内 視 鏡 を 組 織
に 通 し て 挿 入 さ せ る よ う に 形 作 ら れ た 、 遠 位 先 端 部 を 有 す る 。 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
お よ び 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 の う ち の 少 な く と も 一 方 は 、 経 管 腔 的 な 設 置 （ positioning tr
anslumenally） を 容 易 に す る よ う 、 剛 性 の 異 な る 少 な く と も ２ つ の 領 域 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 栓 塞 子 の 遠 位 先 端 部 は 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 遠 位 先 端 部
の 少 な く と も 一 部 は 、 透 明 で あ る 。 ま た 、 遠 位 先 端 部 は 、 種 々 の 形 状 を 取 る こ と も で き 、
例 え ば 、 遠 位 先 端 部 は 、 概 ね 円 錐 形 と し て も よ い 。 遠 位 先 端 部 は 、 組 織 中 へ の 遠 位 先 端 部
の 穿 通 を 容 易 に す る 、 少 な く と も １ つ の 切 断 要 素 を 更 に 有 す る こ と が で き る 。 切 断 要 素 は
、 例 え ば 、 遠 位 先 端 部 の 外 面 に 形 成 さ れ て い て 、 尖 っ た 直 線 状 の エ ッ ジ を 備 え る 、 少 な く
と も １ つ の 刃 で あ っ て も よ い 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 遠 位 先 端 部 は 、 遠 位 先 端 部 の 外 面 か ら
外 方 に 延 び て い て 、 組 織 を 分 離 す る た め に 回 転 す る よ う 構 成 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の パ
ド ル を 有 し て も よ い 。 遠 位 先 端 部 は 、 遠 位 先 端 部 内 に 形 成 さ れ て い て 、 組 織 切 断 要 素 を 挿
通 状 態 で 受 け 入 れ る 、 穴 （ bore） な ど の 機 構 を 、 さ ら に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ も ま た 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら れ て い て 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る
栓 塞 子 の 通 過 を 可 能 に す る 一 方 で 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 液 体 ま た は 気 体 の 通 過 を
制 限 ま た は 阻 止 す る 、 少 な く と も １ つ の シ ー ル を 有 し て も よ い 。 少 な く と も １ つ の シ ー ル
は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 近 位 端 部 の と こ ろ に 配 置 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ て も よ
い 。 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 栓 塞 子 の 遠 位 先 端
部 と の 間 の ス ム ー ズ な 移 行 部 を 形 成 す る 、 テ ー パ 形 の 遠 位 部 分 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 経 管 腔 導 入 器 キ ッ ト も ま た 提 供 さ れ 、 こ の キ ッ ト は 、 内 視 鏡 に 被 せ て 配 置 で き る 細 長 い
可 撓 性 栓 塞 子 を 有 し 、 こ の 栓 塞 子 は 、 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 に 設 け ら れ た 遠 位 先 端 部 を 有 し 、
遠 位 先 端 部 は 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 着 座 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 画 像 収 集
ユ ニ ッ ト が 遠 位 先 端 部 を 通 し て 視 認 す る 画 像 を 収 集 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
遠 位 先 端 部 は 、 組 織 を 穿 通 す る よ う 形 作 ら れ て い る 。 キ ッ ト は 、 栓 塞 子 に 被 せ て 配 置 で き
る 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ っ て 、 栓 塞 子 が ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 遠 位 端 部 を
越 え て 遠 位 側 に 延 び る こ と に よ り 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 、 穿 通 さ れ て い る 組 織 中 に 誘 導
す る よ う に な っ て い る 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 更 に 有 し て も よ い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 キ
ッ ト は 、 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 内 視 鏡 で あ っ て 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 の
と こ ろ に 設 け ら れ た 光 学 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト を 有 す る 、 内 視 鏡 を 更 に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 体 腔 に 接 近 す る 方 法 も ま た 提 供 さ れ 、 例 示 の 一 実 施 形 態 で は 、 こ の 方 法 は 、 内 視 鏡 を 経
管 腔 的 に 患 者 の 体 内 を 通 っ て 誘 導 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 穿 通 さ れ る べ き 組
織 に 隣 接 し て 設 置 す る ス テ ッ プ を 有 す る 。 内 視 鏡 の 近 位 端 部 は 、 患 者 の 体 外 に 位 置 し た ま
ま の 状 態 で あ っ て も よ い 。 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 の と こ ろ に 設 け ら れ た 遠 位 先 端 部 は 、 組 織 を

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-301364 A 2007.11.22



通 っ て 前 進 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 、 組 織 を 通 っ て 体 腔 内 に 誘 導 す る 。 次 に
、 内 視 鏡 お よ び 遠 位 先 端 部 を 、 内 視 鏡 の 周 り に 配 置 さ れ た 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ か ら
取 り 出 し て 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ が 、 患 者 の 体 外 か ら 経 管 腔 的 に 組 織 を 通 っ て 体 腔
内 に 延 び る 作 業 チ ャ ネ ル を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 遠 位 先 端 部 は 、
内 視 鏡 の 周 り に か つ 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら れ た 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 に 形 成 さ
れ て も よ い 。 内 視 鏡 の 取 り 出 し 後 、 内 視 鏡 を 栓 塞 子 か ら 取 り 出 し て 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス
リ ー ブ 内 に 再 挿 入 し て も よ い 。 こ の 方 法 は 、 遠 位 先 端 部 を 組 織 を 通 っ て 前 進 さ せ る 前 に 、
組 織 切 断 要 素 を 内 視 鏡 中 に 、 そ し て 遠 位 先 端 部 内 に 形 成 さ れ た 穴 の 中 に 挿 入 す る ス テ ッ プ
と 、 組 織 を 切 断 要 素 で 切 断 す る ス テ ッ プ と を 、 更 に 有 し て も よ い 。 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 の 周
り の 領 域 の 画 像 を 用 い て 、 内 視 鏡 お よ び 遠 位 端 部 を 、 組 織 を 通 し て 経 管 腔 的 に 誘 導 し て も
よ い 。 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 内 に 設 け ら れ た 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト に よ っ て 、 画 像 を 収 集 し て も よ
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 挿 入 組 立 体 器 具 が 提 供 さ れ 、 こ の 内 視 鏡 挿 入 組 立 体 器 具 は 、
細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ っ て 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 延 び 、 内 視 鏡
を 長 さ 方 向 に 受 け 入 れ る 内 部 ル ー メ ン を 備 え た 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 、 ト ロ カ ー ル ス リ
ー ブ の 遠 位 端 部 内 に 設 置 可 能 で あ り 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 組 織 を 通 し て 穿 通 さ せ る と 共
に 誘 導 す る よ う 形 作 ら れ た エ ン ド キ ャ ッ プ と を 有 す る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 内 視 鏡 の 遠 位
端 部 に 被 せ て 着 脱 自 在 に 配 置 可 能 で あ り 、 一 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ の 少 な く と も
一 部 を 透 明 に す る こ と で 、 そ の 部 分 を 通 し て 画 像 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 エ ン ド キ ャ ッ プ の 具 体 的 な 構 成 は 、 様 々 で あ っ て よ い が 、 例 示 の 一 実 施 形 態 で は 、 エ ン
ド キ ャ ッ プ は 、 内 視 鏡 に 被 せ て 配 置 さ れ る よ う 構 成 さ れ た 部 分 と 、 近 位 部 分 か ら 延 び て い
て 、 画 像 を 視 認 で き る よ う に す る 観 察 窓 を 形 成 す る 遠 位 部 分 と を 有 す る 。 近 位 部 分 を 種 々
の 材 料 、 例 え ば 、 内 視 鏡 と の 係 合 を 容 易 に す る 弾 性 材 料 で 形 成 し て も よ い 。 遠 位 部 分 は 、
視 認 を 容 易 に す る 実 質 的 に 平 ら な 領 域 を 有 し て も よ く 、 ま た は 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 遠 位
部 分 は 、 視 認 を 容 易 に す る パ ラ ボ ラ の 形 状 を し て い て も よ い 。 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 他 の 特
徴 部 、 例 え ば 、 遠 位 部 分 に 形 成 さ れ て い て 、 内 視 鏡 付 属 品 を 受 け 入 れ る 穴 、 お よ び ／ ま た
は エ ン ド キ ャ ッ プ に 形 成 さ れ て い て 、 組 織 を 切 断 す る １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 刃 を 、 更 に 有
し て も よ い 。 刃 を 、 エ ネ ル ギ ー 源 、 例 え ば 電 気 手 術 用 発 電 機 、 超 音 波 発 生 器 、 レ ー ザ 、 ま
た は 熱 源 と 任 意 に 連 結 し て も よ い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 エ ン ド キ ャ ッ
プ の 外 面 か ら 外 方 に 延 び て い て 、 組 織 を 切 断 す る た め に 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 少 な
く と も １ つ の パ ド ル を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ も ま た 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ と 実 質 的 に 連 続 し た 外 面 を 形 成 す る よ う 、 エ ン ド キ ャ ッ
プ の 外 面 に 向 か っ て テ ー パ し た テ ー パ 形 の 遠 位 部 分 を 有 し て も よ い 。 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら れ て い て 、 エ ン ド キ ャ ッ プ お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ に 結
合 さ れ た 内 視 鏡 の 通 過 を 可 能 に す る 一 方 で 、 液 体 ま た は 気 体 の 通 過 を 制 限 ま た は 阻 止 す る
、 少 な く と も １ つ の シ ー ル を 、 更 に 任 意 に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 他 の 態 様 で は 、 内 視 鏡 挿 入 器 具 が 提 供 さ れ 、 こ の 内 視 鏡 挿 入 器 具 は 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部
に 被 せ て 取 り 外 し 自 在 に 配 置 さ れ る よ う 構 成 さ れ た 近 位 ハ ウ ジ ン グ と 、 組 織 中 に 挿 入 さ れ
る よ う 形 作 ら れ た 遠 位 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え た 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 有 す る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ
の 遠 位 ハ ウ ジ ン グ の 少 な く と も 一 部 は 、 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ た 光 学 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト が 、
そ の 部 分 を 通 し て 画 像 を 視 認 お よ び 収 集 で き る よ う に 、 透 明 で あ っ て も よ い 。 近 位 ハ ウ ジ
ン グ は 、 こ れ が 内 視 鏡 に 嵌 合 で き る よ う 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 近 位 ハ
ウ ジ ン グ は 、 内 視 鏡 と の 係 合 を 容 易 に す る 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 遠 位 ハ ウ ジ ン
グ も ま た 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 遠 位 ハ ウ ジ ン グ は 、 遠 位 ハ
ウ ジ ン グ を 通 し て の 視 認 を 容 易 に す る 、 実 質 的 に 平 ら な 領 域 を 有 し て も よ い 。 別 の 実 施 形
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態 で は 、 遠 位 ハ ウ ジ ン グ は 、 視 認 を 容 易 に す る パ ラ ボ ラ の 形 状 で あ っ て も よ い 。 遠 位 ハ ウ
ジ ン グ は 、 他 の 特 徴 部 、 例 え ば 、 遠 位 ハ ウ ジ ン グ に 形 成 さ れ て い て 、 組 織 を 切 断 す る 少 な
く と も １ つ の 刃 、 お よ び ／ ま た は 遠 位 ハ ウ ジ ン グ を 貫 通 し て 形 成 さ れ て い て 、 内 視 鏡 付 属
品 を 受 け 入 れ る 穴 な ど の 特 徴 部 を 、 更 に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 経 管 腔 導 入 器 キ ッ ト が 提 供 さ れ 、 こ の キ ッ ト は 、 複 数 の エ ン
ド キ ャ ッ プ を 有 し 、 各 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 に 被 せ て 取 り 外 し 可 能 に 設 け
る こ と が で き る 近 位 部 分 と 、 組 織 を 通 っ て 挿 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 遠 位 部 分 と を 備 え
る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 互 い に 同 一 で あ っ て も よ く 、 あ る い は 、 互 い に 異 な る 寸 法 お よ び
／ ま た は 構 成 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 体 腔 に 接 近 す る 方 法 が 提 供 さ れ 、 こ の 方 法 は 、 内 視 鏡 の 遠 位 部 分 を
誘 導 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 遠 位 部 分 に 設 け ら れ た エ ン ド キ ャ ッ プ を 、 穿 通 さ れ る べ き
組 織 に 隣 接 し て 設 置 す る ス テ ッ プ と 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 組 織 中 に 前 進 さ せ る こ と に よ り 、
エ ン ド キ ャ ッ プ の 遠 位 端 部 を 組 織 中 に 通 し て 体 腔 内 に 誘 導 す る ス テ ッ プ と を 有 す る 。 内 視
鏡 の 遠 位 端 部 の 周 り の 領 域 の 画 像 を 用 い て 、 内 視 鏡 を 経 管 腔 的 に 誘 導 す る と 共 に 、 エ ン ド
キ ャ ッ プ を 組 織 を 通 し て 前 進 さ せ て も よ い 。 画 像 は 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 内 に 設 け ら れ た 画
像 収 集 ユ ニ ッ ト に よ り 収 集 す る こ と が で き る 。 あ る 特 定 の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 を
、 組 織 中 に あ ら か じ め 設 け ら れ た 内 視 鏡 付 属 品 に 沿 っ て 誘 導 し 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 、 内 視
鏡 付 属 品 に 沿 っ て 前 進 さ せ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 組 織 を 通 る と 組 織 を 拡 張 す る 。 こ の 方 法
は 、 内 視 鏡 お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ を 内 視 鏡 の 周 り に 設 け ら れ た 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
か ら 取 り 外 し 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ が 、 患 者 の 体 外 か ら 経 管 腔 的 に 組 織 を 通 っ て 体
腔 内 に 延 び る 作 業 チ ャ ネ ル を 形 成 す る よ う に す る ス テ ッ プ を 、 更 に 有 し て も よ い 。 エ ン ド
キ ャ ッ プ 付 き の 内 視 鏡 を 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ か ら 取 り 出 し た 後 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を
内 視 鏡 か ら 取 り 外 し 、 内 視 鏡 を 再 び 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 挿 入 し て も よ い 。 さ ら
に 別 の 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 組 織 に 通 し て 前 進 さ せ る 前 に 、 内 視 鏡 付 属 品 を 内
視 鏡 中 に 、 そ し て エ ン ド キ ャ ッ プ に 形 成 さ れ た 穴 を 通 し て 挿 入 し て も よ く 、 こ の 内 視 鏡 付
属 品 を 用 い る と 組 織 を 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 器 具 を 導 入 す る 方 法 が 提 供 さ れ 、 こ の 方 法 は 、 可 撓 性
シ ー ス の 近 位 端 部 を 体 内 管 腔 の 開 口 部 に 近 接 し て 設 置 す る ス テ ッ プ と 、 可 撓 性 シ ー ス の 遠
位 端 部 を 内 視 鏡 器 具 に 取 り 付 け る ス テ ッ プ と 、 シ ー ス の 近 位 端 部 お よ び 遠 位 端 部 を 体 内 管
腔 の 開 口 部 の 近 位 に 残 し た ま ま の 状 態 で 、 シ ー ス の 一 部 を 体 内 管 腔 に 通 し て 前 進 さ せ る ス
テ ッ プ と 、 シ ー ス の 遠 位 端 部 が 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 器 具 を 、 シ ー ス の 遠 位 端 部 と と も に
体 内 管 腔 に 通 し て 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と を 有 す る 。 可 撓 性 シ ー ス は 、 内 視 鏡 器 具 と 体 内 管
腔 と の 間 の バ リ ヤ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス の 一 部 を 前 進 さ せ る ス テ ッ プ は 、 少 な く と も １ 本 の 支 持 ロ ッ ド
を シ ー ス の 近 位 端 部 と 遠 位 端 部 と の 間 に 前 進 さ せ る こ と に よ り 、 シ ー ス の 一 部 を 体 内 管 腔
内 に 前 進 さ せ る ス テ ッ プ を 含 ん で も よ い 。 体 内 管 腔 は 、 例 え ば 、 食 道 で あ っ て も よ く 、 シ
ー ス の 近 位 端 部 を 、 食 道 の 開 口 部 の と こ ろ の 口 腔 内 に 配 置 し て も よ い 。 経 管 腔 的 に 前 進 さ
せ る シ ー ス の 一 部 を 、 か く し て 、 患 者 の 胃 の 中 に 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 か く し て 、 シ
ー ス は 、 内 視 鏡 と 食 道 と の 直 接 的 な 接 触 を 阻 止 す る こ と に な る 。 こ の 方 法 は 、 内 視 鏡 器 具
の 遠 位 端 部 を 患 者 の 胃 の 中 に 設 置 す る ス テ ッ プ と 、 内 視 鏡 付 属 品 を 内 視 鏡 器 具 中 に 挿 入 す
る ス テ ッ プ と 、 内 視 鏡 付 属 品 を 用 い て 胃 に 穿 刺 孔 を 形 成 す る こ と に よ り 患 者 の 腹 腔 に 接 近
す る ス テ ッ プ と を 、 更 に 有 し て も よ い 。 内 視 鏡 付 属 品 は 、 例 え ば 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル で あ
っ て 、 こ の 可 撓 性 ト ロ カ ー ル は 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 組 織 中 に 穿 通 さ せ て 誘 導 す
る こ と に よ り 、 内 視 鏡 器 具 を 組 織 中 に 挿 入 す る よ う 形 作 ら れ た 、 透 明 な 遠 位 先 端 部 を 有 す
る 可 撓 性 ト ロ カ ー ル で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 内 視 鏡 器 具 を 導 入 す る 別 の 例 示 の 方 法 で は 、 シ ー ス の 中 間 箇 所 を 、 体 内 管 腔 中 に 通 し て
胃 腔 内 に 前 進 さ せ て も よ い 。 シ ー ス の 近 位 お よ び 遠 位 端 部 は 、 シ ー ス の 中 間 箇 所 を 前 進 さ
せ て い る 間 、 体 内 管 腔 の 外 部 に 残 し た ま ま で も よ い 。 次 に 、 内 視 鏡 器 具 を 、 内 視 鏡 器 具 に
結 合 さ れ た シ ー ス の 遠 位 端 部 と と も に 、 シ ー ス 中 に 通 し て 前 進 さ せ て 、 内 視 鏡 器 具 の 遠 位
端 部 を 胃 腔 内 に 設 置 し て も よ い 。 シ ー ス は 、 体 腔 と 内 視 鏡 器 具 の 接 触 を 阻 止 す る こ と に な
る 。 あ る 特 定 の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス の 中 間 箇 所 を 前 進 さ せ る ス テ ッ プ は 、 少 な く
と も １ 本 の 支 持 ロ ッ ド を シ ー ス の 近 位 端 部 と 遠 位 端 部 と の 間 に 前 進 さ せ て 、 シ ー ス の 中 間
箇 所 を 体 内 管 腔 内 に 前 進 さ せ る ス テ ッ プ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 視 鏡 挿 入 シ ス テ ム も ま た 提 供 さ れ 、 こ の 内 視 鏡 挿 入 シ ス テ ム は 、 経 管 腔 的 に 導 入 さ れ
る よ う 構 成 さ れ た 内 視 鏡 器 具 と 、 近 位 端 部 お よ び 遠 位 端 部 を 備 え た 細 長 い 可 撓 性 シ ー ス と
を 有 し 、 こ の 可 撓 性 シ ー ス は 、 こ れ を 貫 通 し て 延 び て い て 、 内 視 鏡 器 具 を 受 け 入 れ る よ う
形 作 ら れ た 内 部 ル ー メ ン を 有 す る 。 可 撓 性 シ ー ス の 近 位 端 部 は 、 患 者 の 口 の 中 に 配 置 さ れ
る よ う 構 成 さ れ た 形 状 を 有 し て も よ く 、 可 撓 性 シ ー ス の 遠 位 端 部 は 、 内 視 鏡 器 具 に 嵌 合 す
る よ う 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の シ ス テ ム は 、 可 撓 性 シ ー ス の 一 部 を 体 内 管 腔 内 に 前 進
さ せ る よ う 構 成 さ れ た 、 少 な く と も １ 本 の 支 持 ロ ッ ド を 更 に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 内 容 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 む と よ り 完 全 に 理 解 さ れ
よ う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
  こ こ で 、 本 明 細 書 に お い て 開 示 す る 器 具 お よ び 方 法 の 構 造 、 機 能 、 製 造 方 法 、 お よ び 用
途 の 原 理 が 全 面 的 に 理 解 さ れ る よ う 、 あ る 特 定 の 例 示 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ れ
ら 実 施 形 態 の １ ま た は ２ 以 上 の 実 施 例 は 、 添 付 の 図 面 に 示 さ れ て い る 。 当 業 者 で あ れ ば 、
本 明 細 書 に お い て 具 体 的 に 説 明 す る と 共 に 添 付 の 図 面 に 図 示 さ れ る 器 具 お よ び 方 法 は 、 非
限 定 的 な 例 示 の 実 施 形 態 で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に の み 基 づ い て
定 め ら れ る こ と は 理 解 さ れ よ う 。 例 示 の 一 実 施 形 態 と 関 連 し て 図 示 さ れ ま た は 説 明 さ れ る
特 徴 は 、 他 の 実 施 形 態 の 特 徴 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 か か る 改 造 例 お よ び 変 形 例 は
、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る も の と 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 経 管 腔 （ 例 え ば 、 経 口 ま た は 経 肛 門 ） 処 置 を 実 施 す る 方 法 お よ び 器
具 を 提 供 す る 。 概 し て 、 か か る 方 法 お よ び 器 具 は 、 組 織 中 へ の 内 視 鏡 の 挿 入 を 容 易 に す る
こ と が で き る ト ロ カ ー ル 組 立 体 ま た は ト ロ カ ー ル エ ン ド キ ャ ッ プ を 利 用 す る 。 一 実 施 形 態
で は 、 体 内 管 腔 中 に 挿 入 可 能 な 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 ト ロ カ ー ル 組 立
体 は 、 栓 塞 子 で あ っ て 、 栓 塞 子 を 貫 通 し て 延 び て い て 、 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る 内 部 ル ー メ ン
、 お よ び 組 織 中 へ の 内 視 鏡 の 挿 入 を 容 易 に す る よ う 構 成 さ れ た 遠 位 先 端 部 を 有 す る 、 栓 塞
子 を 備 え る 。 ト ロ カ ー ル 組 立 体 は 、 栓 塞 子 に 被 せ て 配 置 で き る ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 、 更
に 有 し て も よ い 。 使 用 に あ た り 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 組 織 中 へ い っ た ん 挿 入 す る と 、 ト ロ
カ ー ル 組 立 体 は 、 プ レ ー ス ホ ル ダ と し て 機 能 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 お よ び 栓 塞 子 を 取 り
出 す こ と が で き る 。 次 に 、 内 視 鏡 を 栓 塞 子 内 か ら 取 り 出 し て ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 中 に 再 挿
入 し 、 種 々 の 他 の 処 置 を 実 施 す る 際 に 使 用 し て も よ い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 を 収 容
し た ト ロ カ ー ル を 用 い な い で 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 に 取 り 外 し 可 能 に 被 せ
て 配 置 し て も よ い 。 内 視 鏡 お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ を 、 任 意 的 に 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス
リ ー ブ 中 に 挿 入 し て も よ く 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 用 い る と 、 内 視 鏡 を 組 織 に 通 し て 挿 入 す
る こ と が で き る 。 ス リ ー ブ は 、 こ の 場 合 も ま た 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 組 織 に 通 し て 挿 入 し
た 後 、 プ レ ー ス ホ ル ダ と し て 機 能 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 内 視 鏡 を ス リ ー ブ か ら 取
り 出 す と 共 に エ ン ド キ ャ ッ プ を 内 視 鏡 か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 次 に 、 内 視 鏡 を ス リ ー
ブ 中 に 再 び 挿 入 し 、 そ れ に よ り 、 穿 刺 孔 を 通 し て 設 置 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は ま た 、
可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ を 組 織 に 通 し て 挿 入 す る 、 種 々 の 技 術 を 提
供 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 刃 を 栓 塞 子 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ に 形 成
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し て 、 栓 塞 子 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ が 組 織 を 穿 通 す る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。 別
の 実 施 形 態 で は 、 栓 塞 子 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 内 視 鏡 付 属 品 、 例 え ば 針 尖 刀 を 挿 通 状
態 で 受 け 入 れ て 、 内 視 鏡 付 属 品 が 組 織 を 穿 通 ま た は 切 断 す る こ と が で き る よ う に す る よ う
構 成 さ れ て も よ い 。 次 に 、 栓 塞 子 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ を 内 視 鏡 付 属 品 に 沿 っ て 組 織 を 通
し て 誘 導 し 、 そ れ に よ り 、 内 視 鏡 を 組 織 に 通 し て 設 置 し て も よ い 。 本 発 明 は ま た 、 体 内 管
腔 中 へ の 挿 入 の 際 、 内 視 鏡 を 遮 蔽 し 、 特 に 、 内 視 鏡 （ ま た は ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ） と 体 内
管 腔 の 接 触 を 阻 止 し 、 か く し て バ ク テ リ ア が 体 腔 内 に 運 び 込 ま れ な い よ う に す る 方 法 お よ
び 器 具 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ は 、 内 視 鏡 を 経 管 腔 的 に 組 織 に 通 し て 前 進 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を
体 腔 、 例 え ば 腹 腔 内 に 導 入 す る 際 に 用 い ら れ る 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ の 例 示 の 一
実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ は 、 主 要 構 成 要 素 と
し て 、 栓 塞 子 ２ ０ を 有 し 、 こ の 栓 塞 子 は 、 こ れ を 貫 通 し て 延 び て い て 、 内 視 鏡 を 受 容 ま た
は 収 容 す る 内 部 ル ー メ ン を 有 す る と 共 に 、 組 織 中 へ の 内 視 鏡 の 挿 入 を 容 易 に す る よ う 構 成
さ れ た 遠 位 端 部 ２ ２ ｂ を 有 し て い る 。 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ は 、 栓 塞 子 ２ ０ に 被 せ
て 摺 動 自 在 に 設 け ら れ 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 器 具 １ ０ を 組 織 中 に 挿 入 し た 後 プ
レ ー ス ホ ル ダ （ placeholder） と し て 機 能 す る こ と が で き る 外 側 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０
を 、 更 に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 栓 塞 子 ２ ０ は 、 図 １ Ｂ に 詳 細 に 示 さ れ て お り 、 図 示 の よ う に 、 栓 塞 子 ２ ０ は 、 中 空 の 細
長 い 可 撓 性 シ ャ フ ト ２ ２ を 有 し 、 こ の シ ャ フ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ に 結 合 さ れ た 近 位 端 部
２ ２ ａ 、 お よ び 組 織 中 に 挿 入 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 先 端 部 ２ ６ を 備 え た 遠 位 端 部 ２ ２
ｂ を 有 し て い る 。 シ ャ フ ト ２ ２ の サ イ ズ は 、 様 々 で あ っ て よ い が 、 好 ま し く は 、 シ ャ フ ト
２ ２ は 、 経 管 腔 的 に 、 例 え ば 患 者 の 食 道 を 通 し て 挿 入 す る こ と が で き る 長 さ を 有 す る と 共
に 、 好 ま し く は 、 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る こ と が で き る 直 径 を 有 し て い る 。 種 々 の 技 術 を 用 い
て 、 シ ャ フ ト ２ ２ が 可 撓 性 を 有 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 シ ャ フ ト ２ ２
は 、 可 撓 性 材 料 で 作 ら れ て も よ く 、 お よ び ／ ま た は 、 シ ャ フ ト ２ ２ は 、 シ ャ フ ト ２ ２ に 形
成 さ れ て い て 、 撓 み を 容 易 に す る １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 特 徴 部 、 例 え ば 複 数 の 切 り 欠 き （
cut-outs） ま た は 溝 （ slot） を 有 し て も よ い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 シ ャ フ ト ２ ２ を 、 互 い
に 可 動 的 に 結 合 さ れ た 複 数 の リ ン ク 装 置 で 形 成 し て も よ い 。 シ ャ フ ト ２ ２ は 、 可 撓 性 が 異
な る 領 域 を 、 更 に 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 シ ャ フ ト ２ ２ の あ る 特 定 の 部 分 、 例 え ば 、 遠 位
部 分 は 、 シ ャ フ ト ２ ２ が 挿 入 さ れ る 体 内 管 腔 の 形 状 に 対 応 す る よ う 、 シ ャ フ ト ２ ２ の 他 の
部 分 、 例 え ば 近 位 部 分 よ り も 剛 性 を 有 し て よ い 。 こ れ は 、 シ ャ フ ト ２ ２ を 異 な る 材 料 で 形
成 し 、 シ ャ フ ト ２ ２ の 直 径 ま た は 厚 さ を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 ま た は 当 該 技 術 分 野 に お
い て 知 ら れ て い る 種 々 の 他 の 技 術 を 用 い る こ と に よ り 達 成 で き る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 シ ャ
フ ト ２ ２ が 、 曲 が り く ね っ た 体 内 管 腔 中 に 挿 入 さ れ て い る と き に 撓 む こ と が で き る よ う 、
事 実 上 任 意 の 構 成 を 取 る こ と が で き る こ と は 理 解 さ れ よ う 。 シ ャ フ ト ２ ２ は 、 使 用 を 容 易
に す る 他 の 特 徴 部 、 例 え ば 、 シ ャ フ ト 中 に 埋 設 さ れ た １ 本 ま た は ２ 本 以 上 の 螺 旋 ワ イ ヤ 、
お よ び シ ャ フ ト ２ ２ の ね じ れ を 阻 止 す る 構 成 な ど の 特 徴 部 を 、 更 に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ャ フ ト ２ ２ の 近 位 端 部 ２ ２ ａ に 結 合 ま た は 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ２ ４ は 、 種 々 の 構 成
を 取 る こ と が で き る が 、 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ は 、 栓 塞 子 ２ ０ を 、 ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ ３ ０ に 取 り 外 し 可 能 に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ
２ ４ は 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ に 形 成
さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ ４ に 嵌 合 す る 、 １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 嵌 合 要 素 を 有 し て も よ い 。 事 実
上 任 意 の 嵌 合 技 術 を 用 い る こ と が で き る が 、 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 栓 塞 子 ２ ０ に 設 け ら れ
た ハ ウ ジ ン グ ２ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ の 遠 位 側 の 表 面 か ら 遠 位 側 に 延 び る 第 １ お よ び 第 ２
の タ ブ （ タ ブ ２ ５ が １ つ だ け 示 さ れ て い る ） を 有 す る 。 タ ブ は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０
の ハ ウ ジ ン グ ３ ４ に 形 成 さ れ た 対 応 す る 穴 の 中 に 延 び る よ う 構 成 さ れ て い る 。 タ ブ は 、 そ
の 終 端 部 に 隣 接 し て 形 成 さ れ る 突 起 を さ ら に 有 す る こ と に よ り 、 タ ブ を 穴 の 中 に 形 成 さ れ
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た 係 合 機 構 体 と 係 合 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 栓 塞 子 ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ を ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の ハ ウ ジ ン グ ３ ４ に し っ か り と 嵌 合 す る こ と が で き る 。 栓 塞 子 ２ ０ を ト
ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ か ら 解 放 す る た め に 、 解 放 機 構 体 を 用 い て も よ い 。 図 １ Ｂ に 示 す よ
う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の タ ブ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ の 向 か い 合 う 側 面 か ら 延 び る 撓 曲 性 部 材
に 結 合 さ れ て い る （ タ ブ ２ ５ お よ び 撓 曲 性 部 材 ２ ７ は そ れ ぞ れ １ つ し か 示 さ れ て い な い ）
。 撓 曲 性 部 材 を 押 し 下 げ る と タ ブ が 動 き 、 そ れ に よ り 、 タ ブ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の
穴 の 中 に 形 成 さ れ た 係 合 機 構 体 か ら 解 放 す る こ と が で き る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ は 、 好 ま し く
は 、 こ れ を 貫 通 し て 形 成 さ れ て い て 、 内 視 鏡 を 栓 塞 子 ２ ０ 中 へ 前 進 さ せ る こ と が で き る よ
う 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る ル ー メ ン （ 図 示 せ ず ） を 更 に 有 し て い る 。 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ
る よ う に 、 種 々 の 他 の 技 術 を 用 い て も 栓 塞 子 ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
３ ０ の ハ ウ ジ ン グ ３ ４ に 嵌 合 す る こ と が で き 、 か か る 技 術 と し て は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク （ tw
ist-lock） 機 構 体 、 ね じ 、 ス ナ ッ プ 嵌 め （ snap-fit） 、 締 り 嵌 め （ interference fit） 等
が 挙 げ ら れ る 。 図 示 し て い な い が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ４ の 最 も 近 位 側 の 端 部 に 形 成 さ れ た 開 口
部 は 、 内 部 に 内 視 鏡 の 外 面 を 係 合 さ せ る シ ー ル を 任 意 に 設 け る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 栓 塞
子 ２ ０ に 対 し て 密 封 す る こ と が で き る 。 シ ー ル は 、 気 体 が 組 立 体 を 通 っ て 漏 れ る の を 阻 止
す る こ と が で き る の で 、 注 入 （ insufflation） の 際 に 特 に 有 用 で あ る 。
　 具 体 的 に 言 え ば 、 シ ー ル は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ に お け る 栓 塞 子 ２ ０ お よ び 内 視 鏡
の 通 過 を 可 能 に す る 一 方 で 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 液 体 ま た は 気 体 の 通 過 を 制 限 し
ま た は 阻 止 す る こ と が で き る 。 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 当 該 技
術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 種 々 の 他 の 特 徴 を 有 し て も よ く 、 こ の ハ ウ ジ ン グ は 、 事 実 上
任 意 の 寸 法 お よ び 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 栓 塞 子 ２ ０ は ま た 、 ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 必
要 は な く 、 む し ろ 、 内 視 鏡 に 被 せ て ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 通 っ て 摺 動 自 在 に 配 置 で き る 単
に 細 長 い シ ャ フ ト で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 栓 塞 子 ２ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ２ ２ の 遠 位 端 部 ２ ２ ｂ に 設 け ら れ た 先 端 部 ２ ６ も ま た 、 種
々 な 構 成 を 取 る こ と が で き 、 先 端 部 に 関 す る 種 々 の 例 示 の 構 成 に つ い て 、 図 ３ Ａ ～ 図 ５ を
参 照 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ は 、 図 １ Cに 詳 細 に 示 さ れ て い る ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ ３ ０ を 更 に 有 し て も よ い 。 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ は 、 事 実 上 任 意 の 構 成 を
取 る こ と が で き る が 、 好 ま し く は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 栓 塞 子 ２ ０ に 被 せ て 摺 動 自 在
に 設 け ら れ る よ う 構 成 さ れ た 、 中 空 の 細 長 い 可 撓 性 シ ャ フ ト ３ ２ を 有 す る 。 ト ロ カ ー ル ス
リ ー ブ ３ ０ の 可 撓 性 シ ャ フ ト ３ ２ の 寸 法 は 、 様 々 で あ っ て よ い が 、 可 撓 性 シ ャ フ ト は 、 好
ま し く は 、 栓 塞 子 ２ ０ の 先 端 部 ２ ６ が 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ の 遠 位 端 部 ３ ２ ｂ を 越 え て 遠 位
側 に 延 び る よ う 、 栓 塞 子 ２ ０ の シ ャ フ ト ２ ２ の 長 さ よ り も 僅 か に 短 い 長 さ を 有 す る 。 直 径
も ま た 、 様 々 で あ っ て よ い が 、 上 述 し た よ う に 、 直 径 は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の 細 長
い シ ャ フ ト ３ ２ が 栓 塞 子 ２ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ２ ２ を 受 け 入 れ る こ と が で き る ほ ど 十 分 な
も の で あ る べ き で あ る 。 当 該 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 種 々 の 技 術 を 用 い て 、 ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ を 可 撓 性 に 作 る こ と が 可 能 で あ り 、 か か る 技 術 と
し て は 、 栓 塞 子 ２ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ２ ２ に 関 し て 上 述 し た 技 術 が 挙 げ ら れ る 。 例 示 の 実
施 形 態 で は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ は 、 ね じ れ を 阻 止 す る よ う 、 コ イ ル 状 ワ イ ヤ が 巻 き
付 け ら れ ま た は 埋 め 込 ま れ た 可 撓 性 ス リ ー ブ で あ り 、 こ の 可 撓 性 ス リ ー ブ は 、 栓 塞 子 ２ ０
の ス ム ー ズ な 挿 通 を 容 易 に す る よ う 、 滑 性 内 面 ラ イ ニ ン グ を 有 す る 。 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
３ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ も ま た 、 栓 塞 子 ２ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ２ ２ に つ い て 上 述 し た よ
う に 、 可 撓 性 が 異 な る 領 域 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ は 、 栓 塞 子 ２ ０ と ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の 併 用 を 容 易 に す る
他 の 特 徴 部 を 、 更 に 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の 遠 位 端 部 ３ ２ ｂ は
、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ か ら 栓 塞 子 ２ ０ の 先 端 部 ２ ６ へ の 実 質 的 に ス ム ー ズ な 連 続 移 行
部 を 形 成 す る よ う 、 図 示 の よ う に 遠 位 側 に テ ー パ し た 外 周 部 を 有 し て も よ い 。 ま た 、 遠 位
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端 部 ３ ２ ｂ は 、 図 示 の よ う に 斜 め （ angled） に な っ て い て も よ く 、 ま た は 、 こ の 遠 位 端 部
は 、 種 々 の 他 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。 他 の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 遠 位 端 部 ３ ２ ｂ は 、
こ れ を 通 し て の 視 認 を 容 易 に す る よ う 、 透 明 で あ っ て も よ い 。 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ は
、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ の 近 位 端 部 ３ ２ ａ 上 に 形 成 ま た は 結 合 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ ４ を 、 更
に 有 し て も よ い 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 栓 塞 子 ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ に 取 り 外 し 可 能 に 嵌 合
す る よ う 構 成 さ れ て も よ く 、 具 体 的 に 言 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 （
図 示 せ ず ） を 備 え た 近 位 端 部 で あ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 は 、 近 位 端 部 に 形 成 さ れ て い
て 、 上 述 し た よ う に 栓 塞 子 ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ の 遠 位 端 部 に 形 成 さ れ た タ ブ を 受 け 入 れ
る よ う 構 成 さ れ て い る 、 近 位 端 部 を 有 し て も よ い 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 こ れ を 貫 通 し て 形
成 さ れ て い て 、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ の ル ー メ ン と 同 軸 の 内 部 ル ー メ ン （ 図 示 せ ず ） を 更 に
有 す る こ と に よ り 、 栓 塞 子 ２ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ２ ２ を 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ を 通 り 、 ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ 内 に 挿 入 で き る 。 図 示 し て い な い が 、 １ つ ま た は
２ つ 以 上 の シ ー ル を ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の ル ー メ ン 内 に 設 け る こ と に よ り 、 栓 塞 子 ２ ０ の シ ャ
フ ト ２ ２ の 外 面 を 係 合 さ せ て 、 栓 塞 子 ２ ０ の シ ャ フ ト ２ ２ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ハ ウ ジ ン
グ ３ ４ に 対 し て 密 封 し て も よ い 。 種 々 の シ ー ル ま た は 弁 機 構 体 が 当 該 技 術 分 野 に お い て 知
ら れ て お り 、 か か る シ ー ル ま た は 弁 機 構 体 と し て は 、 ダ ッ ク ビ ル 形 （ duck bill） ま た は
二 重 ダ ッ ク ビ ル 形 弁 、 ゼ ロ ク ロ ー ジ ャ （ zero-closure） 弁 、 ガ ス ケ ッ ト 等 が 挙 げ ら れ る 。
当 業 者 に は 理 解 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 当 該 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 種
々 の 他 の 特 徴 部 を 有 し て も よ く 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ４ は 、 事 実 上 任 意 の 寸 法 お よ び 形 状 を 有 す
る こ と が で き る 。 変 形 例 と し て 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 必 要 は
な く 、 単 に 細 長 い シ ャ フ ト 形 式 と す る こ と が で き 、 栓 塞 子 に 嵌 合 す る と 共 に シ ー ル を 栓 塞
子 の 周 り に 形 成 す る ロ ッ ク 機 構 体 、 例 え ば ル ア ー ロ ッ ク （ luer lock） を 、 任 意 に 有 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ の 少 な く と も 一 部 に
は 、 被 膜 を 施 し て も よ く 、 こ の 被 膜 は 、 ス リ ー ブ ３ ０ を 経 管 腔 的 に 導 入 し た と き に 、 ト ロ
カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ に 接 触 す る バ ク テ リ ア を 駆 除 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 被 膜 は 、 例 え
ば 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の シ ャ フ ト ３ ２ の 外 面 に 沿 っ て 施 さ れ た 抗 微 生 物 剤 で あ っ て
も よ い 。 器 具 を 経 管 腔 的 に 体 腔 内 に 挿 入 す る と き に 、 バ ク テ リ ア が 広 が る の を 阻 止 す る の
を 助 け る た め に 、 任 意 に 他 の 技 術 も ま た 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 使 用 に あ た り 、 図 １ Ａ に 戻 っ て こ れ を 参 照 す る と 、 栓 塞 子 ２ ０ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３
０ 中 に 挿 入 し て こ れ に 嵌 合 さ せ る と 、 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ を 形 成 す る こ と が で き
、 こ の 可 撓 性 ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 用 い る と 、 内 視 鏡 を 経 管 腔 的 に 導 入 す る と 共 に 、 内 視 鏡
を 組 織 に 通 し て 体 内 管 腔 内 に 設 置 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に 言 え ば 、 内 視 鏡 を 栓 塞 子 ２
０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ の 近 位 端 部 に 設 け ら れ た 開 口 部 内 に 挿 入 し て 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 栓
塞 子 ２ ０ の 先 端 部 ２ ６ 内 に 、 ま た は 少 な く と も 先 端 部 ２ ６ に 近 接 す る 近 位 側 に 、 設 置 す る
こ と が で き る 。 栓 塞 子 ２ ０ を 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の ハ ウ ジ ン グ ３ ４ の 開 口 部 に 通 し
て 挿 入 し て も よ く 、 そ し て 、 栓 塞 子 ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ を 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ の
ハ ウ ジ ン グ ３ ４ に 嵌 合 さ せ て も よ い 。 そ の 結 果 、 栓 塞 子 ２ ０ の 先 端 部 ２ ６ は 、 ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ ３ ０ の 遠 位 端 部 ３ ２ ｂ を 越 え て 遠 位 側 に 延 び る こ と に な る 。 内 視 鏡 を ト ロ カ ー ル
組 立 体 １ ０ 中 に い っ た ん 挿 入 す る と 、 少 な く と も 組 立 体 １ ０ の 遠 位 端 部 を 経 管 腔 的 に 、 例
え ば 、 経 口 的 に ま た は 経 肛 門 的 に 、 体 内 管 腔 を 通 し て 経 管 腔 的 に 挿 入 す る こ と が で き 、 そ
し て 、 こ の 組 立 体 を 、 組 織 を 通 し て 挿 入 し て 体 腔 に 接 近 す る こ と が で き る 。 組 立 体 を 、 経
管 的 に 組 織 を 通 し て 挿 入 す る 例 示 の 方 法 に つ い て 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 を 収 容 す る 栓 塞 子 ２ ０ を 用 い な い で 、 栓 塞 子 ２ ０ の 遠 位 端 部
２ ２ ｂ の と こ ろ の 先 端 部 ２ ６ に 類 似 し た 構 成 を 有 す る エ ン ド キ ャ ッ プ を 、 内 視 鏡 の 遠 位 端
部 に 取 り 外 し 可 能 に 嵌 合 し て も よ い 。 こ れ は 、 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｃ に 示 さ れ て お り 、 こ れ
ら の 図 は 、 内 視 鏡 ５ ０ の 遠 位 端 部 に 取 り 外 し 可 能 に 嵌 合 さ れ た エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ を 示 し
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て い る 。 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ お よ び 内 視 鏡 ５ ０ を 、 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 ト
ロ カ ー ル ス リ ー ブ ６ ０ 中 に 任 意 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ を 参 照 し て 上 述 し
た ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ と 類 似 す る ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ ′ を 形 成 し て も よ い 。 詳 細 に は
説 明 し な い が 、 図 ２ Ｂ に 別 個 に 示 さ れ た ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ６ ０ は 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ に 示
す 実 施 形 態 に 関 し て 上 述 し た ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ と 、 類 似 の 構 成 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ を 内 視 鏡 ５
０ の 遠 位 端 部 に 嵌 合 す る の に 種 々 の 技 術 を 利 用 す る こ と が で き る 。 図 ２ Ｃ に 詳 細 に 示 さ れ
た 例 示 の 一 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 内 視 鏡 ５ ０ の 実 質 的 に 円 筒 形 の 遠 位 端
部 に 被 せ て 摺 動 自 在 に 配 置 で き る 、 実 質 的 に 円 筒 形 の 近 位 部 分 ４ ０ ａ を 有 し て も よ い 。 し
か し な が ら 、 こ の 形 状 は 、 内 視 鏡 ５ ０ の 形 状 に 応 じ て 様 々 で あ っ て よ い 。 ま た 、 エ ン ド キ
ャ ッ プ ４ ０ の 近 位 部 分 ４ ０ ａ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ が 器 具 の 使 用 中 、 内 視 鏡 ５ ０ か ら 離
脱 す る の を 阻 止 す る た め 、 内 視 鏡 ５ ０ に 解 放 可 能 に 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て も よ い 。 こ れ
は 、 例 え ば 、 弾 性 材 料 、 締 り 嵌 め 、 ス ナ ッ プ 嵌 め 、 ね じ 、 ま た は 当 該 技 術 分 野 に お い て 知
ら れ て い る 種 々 の 他 の 嵌 合 技 術 を 用 い て 達 成 で き る 。 さ ら に 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 エ ン ド
キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 組 織 を 通 し て の 内 視 鏡 ５ ０ の 挿 入 を 容 易 に す る よ う 構 成 で き る 遠 位 先 端
部 分 ４ ０ ｂ を 、 更 に 有 し て も よ い 。 遠 位 先 端 部 ４ ０ ｂ の 具 体 的 な 構 成 は 、 様 々 で あ っ て よ
く 、 種 々 の 例 示 の 遠 位 先 端 部 に つ い て 、 図 ３ Ａ ～ 図 ５ を 参 照 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 使 用 に あ た り 、 図 ２ Ａ に 戻 っ て こ れ を 参 照 す る と 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ を 内 視 鏡 ５ ０ の
遠 位 端 部 に 嵌 合 さ せ て も よ く 、 内 視 鏡 ５ ０ お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ を 任 意 に ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ ６ ０ 中 に 挿 入 し て 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ ′ を 形 成 し て も よ い 。 図 １ Ｃ の ト ロ カ
ー ル ス リ ー ブ ３ ０ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 図 ２ Ａ の ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ６ ０ は 、 こ の 中
に 設 け ら れ て い て 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 中 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ５ ０ の 密 封 状 態 を 形 成 で き
る 、 １ つ ま た は ２ つ 以 上 の シ ー ル を 有 し て も よ い 。 さ ら に 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ５
０ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ６ ０ 中 に 挿 入 す る と 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ ま た は 少 な く と も エ ン
ド キ ャ ッ プ ４ ０ の 先 端 部 分 ４ ０ ｂ は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ６ ０ の 最 も 遠 位 側 の 端 部 ６ ２ ｂ
を 越 え て 遠 位 側 に 延 び る こ と に よ り 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ の 先 端 部 分 ４ ０ ｂ が 組 織 を 通 し
て の 組 立 体 の 挿 入 を 容 易 に す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ス リ ー ブ ６ ０ の 遠 位 端 部
６ ２ ｂ は 、 上 述 し た よ う に 、 ス リ ー ブ ６ ０ お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ が 互 い に 嵌 合 し 、 実
質 的 に ス ム ー ズ な 連 続 外 面 を 有 す る こ と が で き る よ う 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。
組 立 体 を い っ た ん 完 全 に 嵌 合 す る と 、 組 立 体 の 少 な く と も 遠 位 部 分 を 経 管 腔 的 に 、 例 え ば
、 経 口 的 に ま た は 経 肛 門 的 に 、 体 内 管 腔 を 通 し て 経 管 腔 的 に 挿 入 す る こ と が で き 、 そ し て
、 こ の 組 立 体 を 組 織 に 通 し て 挿 入 す る こ と に よ り 、 体 腔 へ の 接 近 が 得 ら れ る よ う に す る こ
と が で き る 。 組 立 体 を 経 管 的 に ま た 、 組 織 を 通 し て 挿 入 す る 例 示 の 方 法 に つ い て 、 以 下 に
詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 栓 塞 子 ２ ０ の 遠 位 端 部 の と こ ろ の 先 端 部 ２ ６ ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ ４
０ の 遠 位 端 部 の と こ ろ の 先 端 部 ４ ０ ｂ は 、 使 用 意 図 に 応 じ て 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き
る 。 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 、 よ り 好 ま し く は 、 先 端 部 全 体 は 、 内
視 鏡 の 遠 位 端 部 の と こ ろ に 設 け ら れ た 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト が 先 端 部 を 通 し て 画 像 を 視 認 お よ
び 収 集 す る こ と が で き る よ う 、 透 明 ま た は 透 き 通 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 を 用 い て
組 立 体 を 体 腔 中 に 、 そ し て 組 織 を 通 し て 誘 導 す る こ と が で き る 。 透 明 な 部 分 の 具 体 的 な 構
成 は 、 先 端 部 を 通 し て の 視 認 を 一 段 と 容 易 に す る た め に 、 様 々 で あ っ て よ い 。 例 え ば 、 材
質 お よ び 形 状 を 最 適 化 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 が 表 面 を 通 し て 画 像 を 視 認 お よ び 収 集 す る
こ と が で き る よ う に 、 ス ム ー ズ で 、 明 確 な 視 認 が で き る 表 面 を 提 供 す る こ と が で き る 。 例
示 の 一 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 は 、 そ の 一 部 が 比 較 的 平 坦 で あ る よ う に 形 作 ら れ て も よ い 。
こ れ は 、 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｂ に 示 す 実 施 形 態 に 記 載 さ れ て お り 、 こ れ ら の 図 は 、 最 も 遠 位
側 の 領 域 ７ ４ を 備 え た 先 端 部 ７ ２ を 有 す る エ ン ド キ ャ ッ プ ７ ０ を 示 し て お り 、 こ の 最 も 遠
位 側 の 領 域 ７ ４ は 、 こ れ が 幾 分 平 坦 化 さ れ る よ う に 最 小 曲 率 を 有 し て い る 。 図 ４ Ａ ～ 図 ４
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Ｃ に 示 す よ う な 別 の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 ７ ２ は 、 遠 位 側 に テ ー パ し て い て 、 こ の
先 端 部 が 、 こ れ を 通 し て 収 集 さ れ た 画 像 の 歪 み を 阻 止 す る よ う 、 パ ラ ボ ラ （ 放 物 線 ） の 形
状 で あ っ て も よ い 。 先 端 部 は ま た 、 あ る い は 変 形 例 と し て 、 先 端 部 を 組 織 に 通 し て 前 進 さ
せ て い る と き に 、 組 織 の 開 口 部 を 拡 大 す る よ う 構 成 さ れ て い て も よ い 。 当 業 者 で あ れ ば 理
解 さ れ る よ う に 、 先 端 部 は 、 こ れ を 通 し て の 視 認 を 容 易 に す る よ う 、 種 々 の 構 成 を 有 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 先 端 部 の 具 体 的 な 構 成 も ま た 、 先 端 部 の 使 用 意 図 に 応 じ て 様 々 で あ っ て よ い 。 一 実 施 形
態 で は 、 先 端 部 は 、 先 端 部 が 組 織 を 切 断 し 、 こ れ を 穿 通 す る こ と が で き る 構 成 を 有 し て も
よ い 。 こ れ は 、 例 え ば 、 先 端 部 上 に 形 成 さ れ た １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 刃 ま た は 切 断 面 を 用
い て 達 成 で き る 。 図 ４ Ａ お よ び 図 ４ Ｂ は 、 先 端 部 ８ ２ を 備 え た エ ン ド キ ャ ッ プ ８ ０ の 一 実
施 形 態 を 示 し て お り 、 第 １ お よ び 第 ２ の 切 刃 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ が 、 先 端 部 の 向 か い 合 う 側 面
に 形 成 さ れ る と 共 に 先 端 部 ８ ２ の 近 位 端 部 と 遠 位 端 部 と の 間 に 延 び て い る 。 切 刃 ８ ４ ａ ，
８ ４ ｂ は 、 先 端 部 ８ ２ の 外 面 を 越 え て 突 き 出 て お り 、 組 織 を 切 断 し て 進 む 鋭 利 な エ ッ ジ を
有 し て い る 。 ま た 、 切 れ 刃 ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ は 、 組 織 の 切 断 を 容 易 に す る よ う エ ネ ル ギ ー 源
に 結 合 さ れ る よ う 構 成 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 焼 灼 ワ イ ヤ を 刃 に 結 合 し て も よ く 、 こ の 焼
灼 ワ イ ヤ は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ８ ０ に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 を 貫 通 し て 延 び て 、 ワ イ ヤ の 近
位 端 部 が エ ネ ル ギ ー 源 に 結 合 で き る よ う に し て も よ い 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 刃 は 、 組 織 を
切 断 せ ず 、 単 に 先 端 部 の 外 面 か ら 外 方 に 延 び る パ ド ル の 形 態 を し て い て も よ い 。 パ ド ル は
、 概 ね 平 ら な 細 長 い 構 成 を 有 し て も よ く 、 使 用 に あ た り 、 パ ド ル は 、 組 織 に 形 成 さ れ た 切
れ 目 ま た は ス リ ッ ト を 分 離 す る よ う 構 成 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 パ ド ル を 回 転 さ せ て 組 織
に 形 成 さ れ た 細 長 い 切 れ 目 を 広 げ て 開 い て も よ い 。 切 刃 は ま た 、 組 織 を 切 り 開 き 、 お よ び
／ ま た は 、 組 織 に 形 成 さ れ た 穿 刺 孔 拡 大 を 容 易 に す る よ う 使 用 で き る 。 当 業 者 で あ れ ば 理
解 さ れ る よ う に 、 切 刃 を 先 端 部 と 一 体 に 形 成 し 、 先 端 部 と 刃 を 単 一 材 料 片 と し て 形 成 し て
も よ く 、 ま た は 、 刃 を 先 端 部 と 分 離 し 、 先 端 部 と 嵌 合 で き る よ う に し て も よ い 。 上 述 し た
よ う に 、 先 端 部 は ま た 、 組 織 を 通 し て の 挿 入 お よ び 穿 通 を 容 易 に す る よ う 遠 位 側 に テ ー パ
し て も よ い 。 さ ら に 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｃ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ８ ２ は 、 穴 ８ ６ な ど の 他 の 特 徴
部 を 更 に 有 し て も よ く 、 穴 ８ ６ は 、 先 端 部 ８ ２ の 最 も 遠 位 側 の 端 部 に 形 成 さ れ て い て 、 ガ
イ ド ワ イ ヤ な ど の 内 視 鏡 付 属 品 、 あ る い は 針 尖 刀 ま た は 括 約 筋 切 開 器 な ど の 切 断 要 素 を 受
け 入 れ る よ う 構 成 さ れ る 。 組 立 体 を 、 内 視 鏡 付 属 品 に 沿 っ て 経 管 腔 的 に 挿 入 し て も よ く 、
ま た は 、 内 視 鏡 付 属 品 を 、 処 置 の 種 々 の 段 階 で 器 具 内 に 導 入 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 を 、 組 織 を 穿 通 す る よ う 構 成 し な い で 、 組 織 を 通 し て の 挿 入
を 容 易 に す る よ う 構 成 し 、 別 個 の 内 視 鏡 付 属 品 を 先 端 部 と 連 携 し て 用 い て も よ い 。 例 え ば
、 上 述 し た よ う に 、 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｂ は 、 実 質 的 に 平 ら な 領 域 ７ ４ を 備 え た 先 端 部 ７ ２
を 示 し て い る 。 さ ら に 示 す よ う に 、 先 端 部 ７ ２ は 、 突 出 部 分 ７ ５ を 更 に 有 し て も よ く 、 こ
の 突 出 部 分 ７ ５ に は 、 内 視 鏡 付 属 品 、 例 え ば ガ イ ド ワ イ ヤ 、 あ る い は 針 尖 刀 ま た は 括 約 筋
切 開 器 な ど の 切 断 ツ ー ル な ど の 内 視 鏡 付 属 品 を 受 け 入 れ る 穴 ７ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 突 出
部 分 ７ ５ は 、 中 央 に 設 け ら れ て も よ い が 、 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 突 出 部 分 ７ ５ を 内 視 鏡 の
作 業 チ ャ ネ ル の 軸 方 向 に 整 列 し た 状 態 に 設 置 す る こ と が で き 、 し か も 平 ら な 領 域 ７ ４ を 内
視 鏡 の 観 察 要 素 （ viewing element） の 軸 方 向 に 整 列 状 態 に 設 置 す る こ と が で き る よ う 、
内 視 鏡 の 中 心 軸 線 か ら オ フ セ ッ ト し て い る 。 突 出 部 分 ７ ５ も ま た 、 組 織 を 通 し て の 先 端 部
の 挿 入 を 容 易 に す る よ う 、 穴 ７ ６ に 向 か っ て 遠 位 側 に テ ー パ し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ は 、 栓 塞 子 ９ ０ の 遠 位 端 部 に 形 成 さ れ た 状 態 で 示 さ れ た 先 端 部 ９ ２ の 別 の 実 施 形 態
を 示 し て お り 、 こ の 先 端 部 は 、 内 視 鏡 付 属 品 、 例 え ば ガ イ ド ワ イ ヤ 、 あ る い は 針 尖 刀 ま た
は 括 約 筋 切 開 器 な ど の 切 断 ツ ー ル な ど の 内 視 鏡 付 属 品 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る よ う 構 成
さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 ９ ２ は 、 概 ね 円 錐 形 に 構 成 さ れ て お り 、 そ の 最 も
遠 位 側 の 端 部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 ま た は 穴 ９ ６ に 向 か っ て 遠 位 側 に テ ー パ し て い る 。 し か
し な が ら 、 穴 ９ ６ は 、 内 視 鏡 の 軸 線 と 同 軸 で あ る 。 と い う の は 、 先 端 部 ９ ２ は 、 細 長 い 長
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さ を 有 し 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル 中 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 付 属 品 は 、 穴 ９ ６ 中 に 挿 入 さ れ る
よ う 内 方 に 動 く こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ う に 、 栓 塞 子 の 先 端 部 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 種 々 の 他
の 構 成 を 取 る こ と が で き 、 図 示 の 先 端 部 は 、 先 端 部 の 単 な る 例 示 の 実 施 形 態 で あ る 。 非 限
定 的 な 構 成 を 挙 げ る と 、 種 々 の 他 の 例 示 の 先 端 部 構 成 が 、 プ リ ビ テ ラ 等 （ Privitera et a
l.） の 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ９ １ ， １ ９ ２ 号 明 細 書 （ 発 明 の 名 称 ： 画 像 化 要 素 を 備 え る 手 術 用
穿 通 装 置 （ Surgical Penetration Instrument Including an Imaging Element） ） お よ び
シ ュ ヴ ェ ム バ ー ガ ー 等 （ Scwemberger et al.） の 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ６ ９ ， ２ ９ ２ 号 明 細 書
（ 発 明 の 名 称 ： 透 明 な 刃 お よ び 先 端 部 カ バ ー を 備 え る 手 術 用 穿 通 装 置 （ Surgical Penetra
tion Instrument With Transparent Blades and Tip Cover） ） に 開 示 さ れ て お り 、 こ れ
ら 米 国 特 許 を 参 照 に よ り 引 用 し 、 こ れ ら の 開 示 内 容 全 体 を 本 明 細 書 に 組 み 入 れ る 。 ま た 、
先 端 部 は 、 他 の 特 徴 を 有 し て も よ い 。 非 限 定 的 な 例 を 挙 げ る と 、 先 端 部 は 、 組 織 へ の 先 端
部 の 挿 入 お よ び ／ ま た は 穿 通 を 容 易 に す る た め に 、 電 圧 を 印 加 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い て
も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ は 、 内 視 鏡 を 経 管 腔 的 に 導 入 す る 例 示 の 一 方 法 を 示 し て い る 。 こ の
方 法 は 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ の 器 具 と 関 連 し て 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ
う に 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ の 器 具 を 用 い る こ と が で き 、 ま た 、 こ の 器 具 は 、 本 明 細 書 に お い て
上 述 す る と 共 に 当 該 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る よ う な 種 々 の 他 の 構 成 を 取 る こ と が で
き る 。 概 し て 、 組 み 立 て 状 態 の 器 具 １ ０ を 経 管 腔 的 に 、 例 え ば 経 口 的 に ま た は 経 肛 門 的 に
挿 入 し て 、 組 立 体 の 遠 位 端 部 を 組 織 が 穿 通 さ れ る べ き 所 望 の 場 所 に 設 置 す る 。 図 ６ Ａ お よ
び 図 ６ Ｂ は 、 器 具 の 遠 位 端 部 を 胃 １ ０ ２ 内 に 設 置 し 、 次 に 、 胃 壁 を 穿 通 し て 遠 位 端 部 を 腹
腔 １ ０ ４ 内 に 設 置 す る よ う 、 患 者 の 食 道 １ ０ ０ を 通 し て 経 口 的 に 挿 入 さ れ た 組 立 体 を 示 し
て い る 。 内 視 鏡 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 操 縦 機 構 体 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 に 結 合 さ れ た 操 縦 機
構 体 、 ま た は 、 当 該 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 他 の 技 術 を 用 い て 、 器 具 １ ０ を 体 内 管
腔 中 に 任 意 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ト ロ カ ー ル 組 立 体 １ ０ の 遠 位 端 部 お よ び 内 視 鏡 ５ ０ を い っ た ん 所 望 の 組 織 穿 通 部 位 の と
こ ろ 、 例 え ば 、 胃 １ ０ ２ 内 に 設 置 す る と 、 先 端 部 ２ ６ を 組 織 に 通 し て 挿 入 す る こ と が で き
る 。 上 述 し た よ う に 、 組 織 を 穿 通 す る の に 種 々 の 技 術 を 用 い る こ と が で き る 。 図 １ Ａ ～ 図
１ Ｃ な ら び に 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 栓 塞 子 ２ ０ の 先 端 部 ２ ６ に は 切 刃
が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 切 刃 は 、 組 織 を 切 断 し て 進 む こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ト ロ カ
ー ル 組 立 体 １ ０ が 直 接 組 織 を 穿 通 す る こ と が で き る 。 切 刃 は 、 先 端 部 ２ ６ を 組 織 に 通 し て
挿 入 し た と き に 組 織 を 焼 灼 す る よ う 、 任 意 に エ ネ ル ギ ー 源 に 接 続 さ れ て も よ い 。 先 端 部 ２
６ が 切 刃 を 備 え て い な い 場 合 、 例 え ば 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｂ に 示 す 先 端 部 ７ ２ の 場 合 、 ま た
は 、 切 刃 に 加 え て 、 針 尖 刀 ま た は 括 約 筋 切 開 器 な ど の 切 断 ツ ー ル を 、 内 視 鏡 ５ ０ の 作 業 チ
ャ ネ ル を 通 し て 、 そ し て 先 端 部 ７ ２ の 穴 ７ ６ を 通 し て 挿 入 し て も よ い 。 次 に 、 針 尖 刀 ま た
は 括 約 筋 切 開 器 に 電 圧 を 印 加 し て 、 組 織 を 穿 通 し ま た は 組 織 を 切 断 し て 進 ま せ て も よ い 。
組 立 体 を 、 針 尖 刀 ま た は 括 約 筋 切 開 器 に 沿 っ て 誘 導 し て 、 先 端 部 ７ ２ を 、 針 尖 刀 に よ り 組
織 に 形 成 さ れ た 穿 刺 孔 を 通 し て 誘 導 し て も よ く 、 ま た は 、 変 形 例 と し て 、 切 断 器 具 に 代 え
て ガ イ ド ワ イ ヤ を 用 い て 、 組 立 体 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 、 穿 刺 孔 を 通 し て 誘 導 し て も よ
い 。 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ う に 、 組 織 を 穿 通 す る の に 種 々 の 他 の 技 術 を 利 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 組 立 体 １ ０ の 遠 位 端 部 を 、 図 ６ Ａ に 示 す よ う に い っ た ん 組 織 を 通 し て 挿 入 す る と 、 栓 塞
子 ２ ０ お よ び 内 視 鏡 ５ ０ （ ま た は 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ の 実 施 形 態 の 場 合 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４
０ お よ び 内 視 鏡 ５ ０ ） を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ か ら 取 り 出 し て も よ い 。 ト ロ カ ー ル ス リ
ー ブ ３ ０ は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ が 穿 刺 孔 を 通 っ て 体 腔 、 例 え ば 、 図 ６ Ｂ に 示 す よ う
に 腹 腔 内 に 延 び た 状 態 の ま ま で あ る の で 、 組 織 に 形 成 さ れ た 穿 刺 孔 の た め の プ レ ー ス ホ ル
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ダ と し て 機 能 す る こ と に な る 。 次 に 、 内 視 鏡 ５ ０ を 栓 塞 子 ２ ０ か ら 取 り 出 し （ ま た は 、 図
２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ の 実 施 形 態 の 場 合 、 エ ン ド キ ャ ッ プ ４ ０ を 内 視 鏡 ５ ０ か ら 取 り 外 し ） 、 内 視
鏡 ５ ０ を ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ 中 へ 再 び 挿 入 し て も よ い 。 図 ６ Ｂ は 、 ま さ に ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ ３ ０ 中 に 導 入 さ れ よ う と し て い る 内 視 鏡 ５ ０ を 示 し て い る 。 内 視 鏡 ５ ０ を い っ た
ん ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ ３ ０ 中 に 通 し て 前 進 さ せ て 、 内 視 鏡 ５ ０ の 遠 位 端 部 を 体 腔 、 例 え ば
腹 腔 １ ０ ４ 内 に 設 置 す る と 、 種 々 の 医 療 処 置 を 実 施 す る こ と が で き る 。 ト ロ カ ー ル ス リ ー
ブ ３ ０ は 、 そ の 位 置 に 位 置 し た ま ま で も よ く 、 ま た は 、 内 視 鏡 ５ ０ を そ の 位 置 に 残 し た ま
ま ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 取 り 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 示 し て い な い が 、 こ の 組 立 体 は 、 穿 刺 孔 へ の 組 立 体 の 挿 入 を 容 易 に す る よ う 、 穿 刺 孔
の サ イ ズ を 拡 張 す る た め に 用 い ら れ る 拡 張 可 能 な 部 材 と 関 連 し て 用 い る こ と も で き る 。 例
え ば 、 切 断 器 具 を 用 い て 組 織 に 穿 刺 孔 を 形 成 し 、 切 断 器 具 ま た は 別 個 の 器 具 に 設 け ら れ た
拡 張 可 能 な 部 材 、 例 え ば バ ル ー ン を 前 進 さ せ て 穿 刺 孔 内 に 設 置 し て も よ い 。 次 に 、 拡 張 可
能 な 部 材 を 拡 張 さ せ て 、 穿 刺 孔 の サ イ ズ を 増 大 さ せ て も よ い 。 次 に 、 内 視 鏡 を 前 進 さ せ る
こ と に よ り 、 拡 張 状 態 の 拡 張 可 能 な 部 材 お よ び 内 視 鏡 を 、 穿 刺 孔 を 通 し て 押 し 込 む こ と が
で き る 。 こ の 技 術 を 用 い る 場 合 、 栓 塞 子 ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ を 内 視 鏡 と 共 に 用 い る 必 要
は な い 。 そ れ ど こ ろ か 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 内 視 鏡 に 被 せ て 設 置 し て 、 内 視 鏡 と 共 に 穿
刺 孔 に 通 す こ と が で き る 。 次 に 、 内 視 鏡 お よ び 拡 張 可 能 な 部 材 を 取 り 出 す と 、 後 に は 、 ト
ロ カ ー ル ス リ ー ブ が 、 他 の 器 具 を 受 け 入 れ る こ と が で き る よ う そ の 位 置 に 残 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 で は 、 体 内 管 腔 中 へ の 内 視 鏡 器 具 、 例 え ば 内 視 鏡 、 オ ー バ ー チ ュ
ー ブ 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 、 ま た は あ ら ゆ る 他 の 内 視 鏡 器 具 の 挿 入 を 容 易 に す る よ う 、 保 護
バ リ ヤ が 設 け ら れ る 。 図 ７ Ａ お よ び 図 ７ Ｂ は 、 保 護 バ リ ヤ ２ ０ ０ お よ び こ れ を 使 用 す る 方
法 の 例 示 の 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 具 体 的 な 構 成 は 、 様 々 で あ っ て よ い
が 、 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ は 、 近 位 端 部 ２ ０ ０ ａ お よ び 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ を
備 え た 、 概 ね 細 長 い 中 空 の 構 成 を 有 す る 。 端 部 の う ち の 一 方 、 例 え ば 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ は
、 内 視 鏡 ５ ０ な ど の 内 視 鏡 器 具 の 遠 位 端 部 に 嵌 合 し ま た は こ れ に 取 り 付 け ら れ る よ う 構 成
さ れ て も よ く 、 他 方 の 端 部 、 例 え ば 、 近 位 端 部 ２ ０ ０ ａ は 、 患 者 の 体 外 に 位 置 し た ま ま 、
ま た は 体 内 管 腔 の 開 口 部 、 例 え ば 患 者 の 口 腔 内 に 配 置 さ れ て こ の 中 に 保 持 さ れ る よ う 構 成
さ れ て も よ い 。 各 端 部 の 具 体 的 な 構 成 は 、 様 々 で あ っ て よ い 。 例 え ば 、 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ
は 、 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ を 内 視 鏡 ５ ０ ま た は 他 の 器 具 に 被 せ て 配 置 し 、 ま た は こ れ に 係 合 す
る こ と が で き る よ う 、 弾 性 材 料 で 作 ら れ て も よ い 。 近 位 端 部 ２ ０ ０ ａ は 、 体 腔 の 開 口 部 、
例 え ば 口 腔 内 に 嵌 ま り 込 む よ う 形 作 ら れ て も よ く 、 ま た は 、 単 に 、 チ ュ ー ブ の 終 端 部 で あ
っ て も よ い 。 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 近 位 端 部 を 通 し て の 、 内 視 鏡 ５ ０ ま た は 他 の 器 具 、 お
よ び バ リ ヤ ２ ０ ０ の 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ の 導 入 を 容 易 に す る よ う 、 近 位 端 部 ２ ０ ０ ａ は 、 外
方 に 末 広 が り に （ flared） な っ て い る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ が 弾 性 材 料 で 形
成 さ れ る 場 合 、 端 部 ２ ０ ０ ａ ， ２ ０ ０ ｂ を 単 に 丸 め ま た は 折 り 畳 む こ と に よ り 、 軟 ら か い
終 端 表 面 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 少 な く と も 一 部 を 、 可 撓 性 ま た は 弾 性 材 料 で 形 成 す る こ と に よ り
、 少 な く と も 可 撓 性 ま た は 弾 性 部 分 の 組 織 を 通 し て の 挿 入 を 容 易 に し て も よ い 。 図 ７ Ａ お
よ び 図 ７ Ｂ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ 全 体 は 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 中 間 部 分 を 、 以 下
に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 経 管 腔 的 に 挿 入 で き る よ う 、 可 撓 性 で あ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、
バ リ ヤ は 、 可 撓 性 ま た は 弾 性 部 分 、 お よ び こ れ よ り も 剛 性 の 高 い 部 分 を 有 し て も よ い 。 例
え ば 、 標 準 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ お よ び オ ー バ ー チ ュ ー ブ に 結 合 さ れ た 可 撓 性 シ ー ス を 用 い
て 、 バ リ ヤ を 形 成 す る こ と が で き る 。 使 用 に あ た り 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 オ ー バ ー チ
ュ ー ブ は 、 器 具 の 内 側 ス リ ー ブ を 形 成 す る こ と が で き 、 可 撓 性 シ ー ス は 、 外 側 ス リ ー ブ を
形 成 す る こ と が で き る 。 オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 用 い る こ と に よ り 、 食 道 に 対 す る 支 持 手 段 が
得 ら れ 、 こ の こ と は 、 肥 満 患 者 な ど の 特 定 の 用 途 、 前 提 条 件 、 お よ び 事 前 操 作 等 に お い て
重 要 な 場 合 が あ る 。

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-301364 A 2007.11.22



【 ０ ０ ４ ６ 】
　 使 用 に あ た り 、 図 ７ Ａ お よ び 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 中 間 部 分 ２ ０ ０ ｃ を
、 近 位 端 部 ２ ０ ０ ａ お よ び 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ が 体 腔 の 開 口 部 の 外 部 ま た は そ の す ぐ 内 部 に
位 置 し た ま ま の 状 態 で 、 好 ま し く は 体 内 管 腔 、 例 え ば 食 道 の 全 長 に わ た り 経 管 腔 的 に 挿 入
す る 。 当 該 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 種 々 の 挿 入 ツ ー ル を 用 い て 、 中 間 部 分 を 経 管 腔
的 に 挿 入 し て も よ い 。 例 え ば 、 少 な く と も １ 本 の 支 持 ロ ッ ド ３ ０ ０ を バ リ ヤ ２ ０ ０ の 近 位
端 部 ２ ０ ０ ａ と 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ と の 間 に 設 置 し 、 こ れ を バ リ ヤ ２ ０ ０ の 中 間 部 分 ２ ０ ０
ｃ 中 へ 、 そ し て 体 内 管 腔 を 通 し て 前 進 さ せ て 、 中 間 部 分 ２ ０ ０ ｃ を 体 内 管 腔 中 に 挿 入 し て
も よ い 。 そ の 結 果 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ は 、 管 腔 を 通 っ て 延 び る 内 側 シ ー ス お よ び 外 側 シ ー ス を
有 す る こ と に な る 。 バ リ ヤ が オ ー バ ー チ ュ ー ブ ま た は 他 の よ り 剛 性 の 高 い 部 分 を 有 す る 場
合 、 可 撓 性 部 分 は 、 外 側 ス リ ー ブ を 形 成 す る こ と が で き 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ は 、 内 側 ス リ
ー ブ を 形 成 す る こ と が で き る 。 変 形 例 と し て 、 可 撓 性 部 分 は 、 可 撓 性 部 分 が 内 側 ス リ ー ブ
と 外 側 ス リ ー ブ の 両 方 を 形 成 す る こ と が で き る 長 さ を 有 し 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ は 、 体 外 に
位 置 し た ま ま で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ を 内 視 鏡 器 具 、 例 え ば 内 視 鏡 ５ ０ に 結 合 し て も よ く 、
中 間 部 分 ２ ０ ０ ｃ を い っ た ん 体 内 管 腔 中 に 挿 入 す る と 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 遠 位 端 部 ２ ０ ０ ｂ
が 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 ５ ０ を 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ の 近 位 端 部 ２ ０ ０ ａ 中 に 挿 入 し て 、 体 内 管
腔 を 通 し て 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 も ま た 、 バ リ ヤ が オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 有 し て
い る 場 合 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 内 視 鏡 ま た は 他 の 器 具 に 結 合 し 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ お よ び
内 視 鏡 を 一 緒 に 可 撓 性 部 分 を 通 し て 挿 入 し て も よ い 。 内 視 鏡 ５ ０ が バ リ ヤ ２ ０ ０ を 通 し て
挿 入 さ れ て い る と き 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ は 、 内 視 鏡 ５ ０ と 体 内 管 腔 の 接 触 を 阻 止 し 、 そ れ に よ
り 、 内 視 鏡 ５ ０ を 遮 蔽 す る と 共 に 体 内 管 腔 内 の バ ク テ リ ア が 体 腔 、 例 え ば 胃 の 中 に 入 る の
を 阻 止 す る 。 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ は 、 好 ま し く は 、 バ リ ヤ ２ ０ ０ が 食 道 な
ど の 体 内 管 腔 の 全 長 に わ た っ て 延 び 、 例 え ば 、 胃 の 中 に 入 る こ と が で き る 長 さ を 有 し 、 し
た が っ て 、 内 視 鏡 と 食 道 が 互 い に 接 触 し な い よ う に な る 。 内 視 鏡 ５ ０ を い っ た ん 胃 ま た は
他 の 体 内 管 腔 内 に 設 置 す る と 、 種 々 の 他 の 処 置 、 例 え ば 上 述 し た 処 置 を 実 施 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 付 属 品 を 、 内 視 鏡 器 具 を 通 し て 挿 入 し て 、 組 織 を 通 し て の 内 視 鏡 器
具 の 挿 入 を 容 易 に し て も よ い 。 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ う に 、 バ リ ヤ を 種 々 の 内 視 鏡
お よ び 腹 腔 鏡 処 置 に 用 い る こ と が で き 、 ま た 、 こ の バ リ ヤ は 、 内 視 鏡 器 具 ま た は 腹 腔 鏡 器
具 へ の 嵌 合 お よ び こ れ ら と の 併 用 を 容 易 に す る 、 種 々 の 構 成 を 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 別 の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 本 明 細 書 に 開 示 し た 種 々 の 器 具 ま た は そ の 部 分 は 、 １ 回 の 使
用 後 処 分 さ れ る よ う 設 計 さ れ て も よ く 、 あ る い は 、 こ れ ら は 、 複 数 回 使 用 さ れ る よ う 設 計
さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 少 な く と も １ 回 の 使 用 後 、 器 具 を 分 解 し 、 次 に 特 定 の 部 品 の
ク リ ー ニ ン グ ま た は 交 換 を 行 い 、 次 に 、 再 組 み 立 て を 行 っ て も よ い 。 一 例 を 挙 げ る と 、 本
明 細 書 に お い て 開 示 し た エ ン ド キ ャ ッ プ を 、 複 数 の エ ン ド キ ャ ッ プ （ サ イ ズ は 、 同 一 で あ
っ て も よ く 、 様 々 で あ っ て も よ い ） を 収 容 し た キ ッ ト と し て 提 供 で き る 。 器 具 の 少 な く と
も １ 回 の 使 用 後 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 取 り 外 し 、 内 視 鏡 を ク リ ー ニ ン グ し 、 そ し て 新 品 の エ
ン ド キ ャ ッ プ を 内 視 鏡 に 取 り 付 け て 、 そ の 後 の 使 用 が 可 能 な 状 態 に し て も よ い 。 本 明 細 書
に お い て 開 示 し た 種 々 の 他 の 器 具 も ま た 、 少 な く と も １ 回 の 使 用 後 分 解 し 、 任 意 の 数 の 特
定 の 部 品 を 、 任 意 に 組 み 合 わ せ て 選 択 的 に 交 換 し ま た は 取 り 外 し て も よ い 。 ま た 、 部 品 の
交 換 に は 、 特 定 の 要 素 の 部 分 の 交 換 が 含 ま れ る 。 特 定 の 部 品 の ク リ ー ニ ン グ お よ び ／ ま た
は 交 換 時 、 器 具 を 再 生 設 備 で 、 ま た は 外 科 処 置 の 直 前 に 手 術 チ ー ム に よ り 、 次 に 使 用 で き
る よ う 再 組 み 立 て し て も よ い 。 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る よ う に 、 再 生 の 際 は 、 分 解 、 ク
リ ー ニ ン グ ／ 交 換 、 お よ び 再 組 み 立 て の た め の 種 々 の 技 術 を 利 用 す る こ と が で き る 。 か か
る 技 術 お よ び そ の 結 果 と し て の 再 生 器 具 の 使 用 は 、 全 て 、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 上 述 の 実 施 形 態 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 別 の 特 徴 お よ び 利 点 を 理 解 さ れ
よ う 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 具 体 的 に 図 示 さ れ る と 共 に 説 明 さ れ た 内 容 に よ っ て 限 定 さ
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れ る こ と は な く 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に の み 基 づ い て 定 め ら れ る 。 本 明 細 書 に お
い て 引 用 し た 全 て の 刊 行 物 お よ び 引 用 文 献 を 参 照 に よ り 引 用 し 、 こ れ ら の 記 載 内 容 全 体 を
本 明 細 書 に 組 み 入 れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 経 管 腔 ト ロ カ ー ル 器 具 に お い て 、
　 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 延 び る
内 部 ル ー メ ン を 備 え た 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 、
　 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 貫 通 し て 設 け ら れ た 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 で あ っ て 、
　 　 前 記 栓 塞 子 を 貫 通 し て 延 び て い て 、 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ た 内 部 ル
ー メ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 の と こ ろ に 設 け ら れ て い て 、 前 記 栓 塞 子 お よ び 前 記 ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ を 組 織 に 通 し て 穿 通 さ せ て 誘 導 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 組 織 中 に 挿 入 さ せ る よ
う に 形 作 ら れ た 遠 位 先 端 部 、
　 を 有 す る 、 栓 塞 子 と 、
　 を 備 え る 、 器 具 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ お よ び 前 記 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 の う ち の 少 な く と も 一 方
は 、 経 管 腔 的 に 設 置 を 容 易 に す る よ う 互 い に 異 な る 剛 性 の 少 な く と も ２ つ の 領 域 を 含 む 、
器 具 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 透 明 で あ る 、 器 具 。
　 （ ４ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 概 ね 円 錐 の 形 を し て い る 、 器 具 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 組 織 穿 通 を 容 易 に す る 、 少 な く と も １ つ の 切 断 要
素 を 有 す る 、 器 具 。
　 （ ６ ） 実 施 態 様 （ ５ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 切 断 要 素 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 外 面 に 形 成 さ れ て い て 、 尖 っ た 直
線 状 の エ ッ ジ を 備 え る 、 少 な く と も １ つ の 刃 を 含 む 、 器 具 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 外 面 か ら 外 方 に 延 び て い て 、 組 織 を 分 離 す る た め
に 回 転 す る よ う 構 成 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の パ ド ル を 有 す る 、 器 具 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 内 に 形 成 さ れ て い て 、 組 織 切 断 要 素 を 挿 通 状 態 （ th
erethrough） で 受 け 入 れ る 穴 を 有 す る 、 器 具 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら れ て い る 、 少 な く と も
１ つ の シ ー ル を 含 み 、
　 こ の シ ー ル は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 前 記 栓 塞 子 の 通 過 を 可 能 に す る 一 方 で
、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 液 体 ま た は 気 体 の 通 過 を 制 限 ま た は 阻 止 す る 、 器 具 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 （ ９ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の シ ー ル は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 近 位 端 部 の と こ ろ に 配 置 さ
れ た ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ て い る 、 器 具 。
　 （ １ １ ） 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 前 記 栓 塞 子 の 前 記 遠 位 先 端 部 と
の 間 の ス ム ー ズ な 移 行 部 を 形 成 す る 、 テ ー パ 形 の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 器 具 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ １ ２ ） 経 管 腔 導 入 器 キ ッ ト に お い て 、
　 内 視 鏡 に 被 せ て 配 置 で き る 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 で あ っ て 、 前 記 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 に 設 け
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ら れ た 遠 位 先 端 部 を 有 し 、 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 内 視 鏡 の 前 記 遠 位 端 部 を 着 座 さ せ る こ と に
よ り 、 前 記 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト が 前 記 遠 位 先 端 部 を 通 し て 視 認 さ れ る 画
像 を 収 集 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 組 織 を 穿 通 す る よ う 形
作 ら れ て い る 、 栓 塞 子 と 、
　 前 記 栓 塞 子 に 被 せ て 配 置 で き る 細 長 い 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ で あ っ て 、 前 記 栓 塞 子
が 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 遠 位 端 部 を 越 え て 遠 位 側 に 延 び て 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ
を 穿 通 さ れ て い る 組 織 を 通 し て 誘 導 す る 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ と 、
　 を 備 え る 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 （ １ ２ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 細 長 い 可 撓 性 栓 塞 子 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 の 遠 位 端 部
の と こ ろ に 設 け ら れ た 光 学 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト を 有 す る 、 内 視 鏡 、
　 を 更 に 有 す る 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 （ １ ２ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 経 管 腔 的 な 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 設 置 を 容 易 に
す る よ う 、 剛 性 が 変 化 し て い る 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 （ １ ２ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 の 組 織 穿 通 を 容 易 に す る 、 少 な く と も １ つ の 切 断 要
素 を 有 す る 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 （ １ ２ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 中 に 形 成 さ れ て い て 、 組 織 切 断 要 素 を 挿 通 状 態 で 受
け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 、 穴 を 有 す る 、 キ ッ ト 。
　 （ １ ７ ） 実 施 態 様 （ １ ２ ） に 記 載 の キ ッ ト に お い て 、
　 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら れ て い る 、 少 な く と も
１ つ の シ ー ル を 含 み 、
　 こ の シ ー ル は 、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 前 記 栓 塞 子 の 通 過 を 可 能 に す る 一 方 で
、 前 記 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ に お け る 液 体 ま た は 気 体 の 通 過 を 制 限 ま た は 阻 止 す る 、 キ ッ ト
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ １ ８ ） 体 腔 に 接 近 す る 方 法 に お い て 、
　 内 視 鏡 を 経 管 腔 的 に 患 者 の 体 内 を 通 し て 誘 導 し 、 前 記 内 視 鏡 の 近 位 端 部 が 前 記 患 者 の 体
外 に 位 置 し た ま ま の 状 態 で 、 前 記 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 、 穿 通 さ れ る べ き 組 織 に 隣 接 し て 設
置 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 遠 位 端 部 の と こ ろ に 設 け ら れ た 遠 位 先 端 部 を 、 前 記 組 織 を 通 し て 誘 導
し て 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 遠 位 端 部 を 、 前 記 組 織 を 通 し て 体 腔 内 に 誘 導 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 内 視 鏡 お よ び 前 記 遠 位 先 端 部 を 、 前 記 内 視 鏡 の 周 り に 配 置 さ れ た 可 撓 性 ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ か ら 取 り 出 し て 、 前 記 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ が 、 前 記 患 者 の 体 外 か ら 経 管 腔
的 に 前 記 組 織 を 通 っ て 前 記 体 腔 内 に 延 び る 作 業 チ ャ ネ ル を 形 成 す る よ う に す る ス テ ッ プ と
、
　 を 含 む 、 方 法 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 （ １ ８ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 内 視 鏡 の 周 り に か つ 前 記 可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 設 け ら
れ た 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 に 形 成 さ れ て い る 、 方 法 。
　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 （ １ ９ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 の 取 り 出 し 後 、 前 記 内 視 鏡 を 前 記 栓 塞 子 か ら 取 り 出 し て 、 前 記 内 視 鏡 を 前 記
可 撓 性 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 内 に 挿 入 す る ス テ ッ プ 、
　 を 更 に 有 す る 、 方 法 。
　 （ ２ １ ） 実 施 態 様 （ １ ８ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 遠 位 先 端 部 は 、 前 記 遠 位 先 端 部 に 形 成 さ れ て い て 、 前 記 遠 位 先 端 部 を 前 進 さ せ る と
前 記 組 織 を 切 断 し て 前 進 す る 、 少 な く と も １ つ の 切 断 要 素 を 有 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ８ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
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　 遠 位 先 端 部 を 組 織 に 通 し て 前 進 さ せ る 前 に 、 組 織 切 断 要 素 を 前 記 内 視 鏡 と 、 前 記 遠 位 先
端 部 内 に 形 成 さ れ た 穴 と を 通 し て 挿 入 し 、 前 記 組 織 を 前 記 切 断 要 素 で 切 断 す る ス テ ッ プ 、
　 を 更 に 有 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ３ ） 実 施 態 様 （ １ ８ ） に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 の 前 記 遠 位 端 部 の 周 り の 領 域 の 画 像 を 用 い て 、 前 記 内 視 鏡 を 経 管 腔 的 に 誘 導
し 、 前 記 遠 位 先 端 部 を 前 記 組 織 に 通 し て 前 進 さ せ 、
　 前 記 画 像 は 、 前 記 内 視 鏡 の 前 記 遠 位 端 部 内 に 設 け ら れ た 画 像 収 集 ユ ニ ッ ト に よ っ て 収 集
さ れ る 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ Ａ 】 ト ロ カ ー ル 組 立 体 の 一 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ っ て 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 は 、 内 視
鏡 を 収 納 し た 栓 塞 子 、 お よ び 栓 塞 子 に 被 せ て 設 け ら れ る ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ を 有 す る 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ の 栓 塞 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ａ の ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 ト ロ カ ー ル 組 立 体 の 別 の 実 施 形 態 の 部 分 断 面 側 面 図 で あ っ て 、 ト ロ カ ー ル 組 立
体 は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ を 備 え 、 エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 中 に 挿 入 さ れ る 内
視 鏡 の 遠 位 端 部 に 嵌 合 さ れ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ａ の ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ａ の エ ン ド キ ャ ッ プ お よ び 内 視 鏡 の 部 分 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ Ａ の 栓 塞 子 ま た は 図 ２ Ａ の エ ン ド キ ャ ッ プ と と も に 用 い ら れ る 、 先 端 部 構
成 の 例 示 の 一 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の 先 端 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 １ Ａ の 栓 塞 子 ま た は 図 ２ Ａ の エ ン ド キ ャ ッ プ に 用 い ら れ る 、 先 端 部 構 成 の 別
の 例 示 の 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 に 嵌 合 さ れ る 、 図 ４ Ａ の 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 中 に 挿 入 さ れ た 、 図 ４ Ｂ の 先 端 部 お よ び 内 視 鏡 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ Ａ の 栓 塞 子 ま た は 図 ２ Ａ の エ ン ド キ ャ ッ プ と と も に 用 い ら れ る 、 先 端 部 構 成
の 別 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ り 、 栓 塞 子 の 遠 位 端 部 に 形 成 さ れ た 先 端 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 経 管 腔 的 に 食 道 を 通 し て 挿 入 さ れ た 、 図 １ Ａ の ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 示 す 図 で あ
り し 、 遠 位 端 部 が 胃 壁 を 穿 通 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ａ の ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 示 す 図 で あ り 、 栓 塞 子 お よ び 内 視 鏡 が ト ロ カ ー ル
ス リ ー ブ か ら 取 り 出 さ れ 、 内 視 鏡 が ま さ に ト ロ カ ー ル ス リ ー ブ 中 に 再 挿 入 さ れ る よ う に な
っ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 挿 入 中 、 内 視 鏡 器 具 ま た は 腹 腔 鏡 器 具 を 遮 蔽 す る 保 護 バ リ ヤ の 一 実 施 形 態 の 側
面 図 で あ り 、 内 視 鏡 に 結 合 さ れ た バ リ ヤ の 遠 位 端 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ａ の 保 護 バ リ ヤ お よ び 内 視 鏡 の 側 面 図 で あ り 、 遠 位 端 部 お よ び 内 視 鏡 が 保
護 バ リ ヤ の 近 位 端 部 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】 【 図 ２ Ａ 】
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【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供用于执行经腔（例如，经口或经肛门）手术的方法
和装置。 ŽSOLUTION：通常，该方法和装置利用套管针组件或套管针
端盖，其可以便于内窥镜穿过组织插入。在一个实施例中，提供了可插
入体腔的柔性套管针组件。柔性套管针组件包括闭塞器，该闭塞器具有
内腔，该内腔在穿过其中时延伸以在其中接收内窥镜;以及远端，其适于
便于内窥镜穿过组织插入。套管针组件还可包括套管针套筒，该套管针
套筒可在闭塞器上方一次性使用。在使用中，一旦套管针组件穿过组织
插入，套管针套筒可以用作占位器，允许移除内窥镜和闭孔器。 Ž
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